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前菓 ホ ル モ ン の 作用 は ， そ の 強 痩 に 開係 し，卵欒の 歌態に あ ま り關係 が な い 。 こ の 新説 に よ

れば ， （3）に 述 べ た 兩 ホ ル モ ン の 卵巣に對 する 作用の相違 （子 宮に 於け る反應の 差違は未 だ良

く説明出來ぬ），紙 毛膜 ホ ル モ ン は ， 幼若卵藁を威熟 卵巣の 程度以 上 に は 肥大 せ し め得 ない が，

前葉 ホ ル モ ン は，あ る程度そ の 強 度 に 比 例 し て 卵巣 を大 な らしめ る事，腦 下垂軆 を剔 出 した

動物に對 し ， 絨毛膜 ホ ル モ ン は時 に 無 效に 時 に 有效 に 作用 する事等皆 よ く設明出牽る。

　（7）、 最後に
， Pt　ft の 腫瘍患者の 尿 に見 られ る 生殖腺刺激性 物 質 に 就 て 記す。こ の 物質は ，

腫瘍の 種類 に より，前葉ホ ル モ ン （患者 の 生殖腺機能が 保持され て ゐ る に拘 ら
一
｝）， 又 は ， 絨

毛 膜 ホ ル モ ン と生物學的 に 全 く區別 出來繊 。而 して前者の 場合 に は腫瘍が 前藁 ホ ル モ ン の 産

出 を盛な らしめる もの で あ り ， 後者の 場合 に は睡瘍 その もの が該物質 を産出す る の で あ る．

生 殖腺機能が 淌滅 した もの に して 後者の 種 類 の 腫瘍 を有す る場合 に は ，そ の 尿 中に は兩種の

物質 が あ らはれ得 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （竹　 脇　　潔）

纎 毛 蓮 動 を 限 極 す る 細 胞 内 酸 化 遐 元 電 壓
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　繊毛運動の 生理 研究の 第 二報 と して發 表 した る報 告で ある 。最初 に EHi ｛1．lc：H 以來 生物學

者 の 注 日を ひ きた る紐織 の 酸化 還元 の 研究 の 歴 史 に
一一
暼 を與 へ ，最近 に至 り酸化還 元 の 強 さ

を數量的 rc研 究する に至 りた る經過 を簡潔 に 述 べ
， 酸化還 元壓 な る もの の 概念を興 へ た る後 ，

自 らの 實驗 を記 載せ り。酸化遐 元壓 の 測定 に は 水素イ オ ン の 濃 度の 測定 と同様 に
， 電 i氣的方法

と指示 藥 ICよ る方法 とあれ ど も， 前者は此 の 如 き場合 va利 用不可能な るた め ， 後者の 方法 を

と りた り。而 し て
， 用 ひ た る指示 藥は Thionin、Toluidin 　b】ue 、　A 　zui

’1．　N 弖e　blue，　J跚 us　green ，

Neuh ’
al　 red 及 び ．Neutral 　 i

’ielet・で あ る c これ等の 色素の 還 元 壓 は A σB肌 、　G 舐 EvOls 及 び

NS’VKMsER ．及 び 1｛APKnNE そ の 他の 人 々 に よ D て 前 に 既 に 測 定 せ られた もの で あ る。ホ タ テ ガ

ヒ 片 c熾 ッ85縦 7｝艢 JAY の 鰓 の 小片 をこ れ等の 色 素 に よ りて染めた る もの を少 暈の 海 水 と共

に 硝子 の 小室 内 に 密閉 し，顯 微鏡下 に觀察 した。器 内の 酸素缺 乏す る に從ひ ， 纖毛運動 は漸

次緩漫微 弱 とな り途 に停止 す る。 その 時に 細胞 を染めた る色素 は それ ぞれの 還元壓 に 從ひ て

或 は還 元脱 色し或は そ の ま S に殘 る。それ に よつ て
， 繊毛 運動 を停 止する際 に 於 ける細胞内

の 還元壓 を推 定 した， また その 時 の 細胞 内の pH は正 常値即ち凡 そ 7D と異 らな鶴 それ に

ょつ て また そ の 時の 細胞内の rH を も計算が 出來 る，また繊毛運 動の 停止 は炭酸の 蓄積に よ

る もので もな い こ と を論證 し て．ある fi

　實驗結果 は表 に 示 すが 如 くで あつ て
， それ に よつ て ，繊毛運動停止 の 際 iz於 ける細胞内酸
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化還 元壓は規定水素電極 に對 して ，（− 0．15）乃 至 （
一  ．26）voltS で あつ て

， pH 　7．0 に 於 て それ に
’

撈應する rH は 8．9 乃至 5．1 で あ る （rH の 意義 も論明 して あ る〉。

指 示 ・ 欒嬲
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　更 に 纎
．
巳運動の エ ネル ギ ー源 に 就 い て も論述 し， glycdy さisが その エ ネル ギ ーの 源 泉た る べ

き を推論 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野 村 七 録）

英 國産 雀 の 第 二 次 性 特 徴 の 抑 制
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　英國産雀の 成艦に て は朋 毛の 色 嘴等に 顯 著なる雌 雉異形 を現 す。されば之 を用 ぴ て性 ホ

ル モ ン と其の 第 二 次性特徴 と の相醐 を究明せ ん とす るの が本文の 目的で あ る。此の 鳥 り 精巣

は季節的に精 子發生 を行ふ もの で
， 斯 る精 欒の 季節的 變化 を檢ぺ るた め に毎 月精輿の 體積 を

測定 する と 10 月よ b ］2 月の 間は非常 1（小 さ く，
コヱ月が極小 とな る。其後漸次 」曾大 し 3 月に

臆 激 轂 大 とな り・ 胡 迄 は同 隊に 止 ま り， 帽 よ り鰍 に 減小を女鋤 る．

　此 の 雀の 嘴は雌 に て は明褐色 を示 し，雄は 生殖時期 に は青黒色 とな る。此の 色は春期 ， 及

び初夏の 問現れ共後翌 春迄雌 と同一色彩を示 す を以 て 雄の 嘴色 と精欒活動 とは粁1驪を有 す る

もの と考 へ られ る。
一

方卵棄 も同樣な季節的變化を受 ける もの で ，秋生殖時期 の 終 る頃 よ り

邊行 を示 し 12 月に 最小 とな り，
2 月の 初 め よ り再び増大 を示 し 3 月及 び 4 月 に急激 に増大 し

て 最大 となる。輪 卵管 も亦卵巣と完全 に期 を一
に して 肥大萎縮を示 す e

　此の 鳥の 雄 に つ き去 勢を行 ひ 之 と同時 icit想
’
特徴を現 す部の 羽 毛（特 に 上胸部 ，咽喉部）を

拔 き取 b其 の 再生毛 の 色彩を檢する に
， 去 勢に依 る影響なく依然雄性特色 を有す。幼鳥の 雄

性特 色を未だ現 さ L’る もの に て も再生 せ る 羽毛 は雄性特 色を示 す。成體を去勢せ る場合，手

術後 2 ケ 年に て 朋 毛は著 しき メ ラ ニ ン 過 多を來すが之 が 内分泌障害と驕係ある もの な bや 否

−、

で
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